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本年4回目の歩こう会は、歴史と炭鉱の街 「飯塚」です。ＪＲ新飯塚駅に7名が集合し、麻生大浦荘、飯塚歴史資料館、嘉穂劇場を巡り、最後に筑豊の湯で疲れを癒しました。
当日は午後から雨の予報であったが、幸いにも道中は雨に会うこともなかった。
飯塚といえば炭鉱王から発する麻生グループのお膝元であり、麻生太郎元首相のポスターがあちこちに見られた。
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麻生大浦荘
新飯塚駅から歩いて10分ほどの麻生大浦荘は、麻生太郎の「ひいおじいさん」にあたる　麻生太吉が息子のために建てたという邸宅である。年に1回、紅葉が綺麗なこの時期の一週間だけ公開される。
同じく飯塚にある旧伊藤伝衛門邸には及ばないが、和風入母屋書院造りの見事な邸宅である。
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飯塚歴史資料館
麻生大浦荘から５分ほどで飯塚歴史資料館に到着。飯塚地方は弥生時代の遺跡が多く発掘されており、それら古代の遺跡をはじめ江戸、明治、大正時代にいたる様々な歴史資料が　展示されている。
飯塚は言わずと知れた炭鉱の街、右の写真は明治・大正時代の石炭採掘模型である。炭鉱の作業風景や生活を描いた世界記憶遺産である「山本作兵衛」の炭鉱絵画も、数点が展示されている。
飯塚歴史資料館を出て、遠賀川の河川敷を歩きながら次の目的地に向かった。
こういう機会がない限り、飯塚市内や遠賀川河川敷を歩くこともないだろう。
嘉穂劇場
石炭が中心産業であった時代に作られた嘉穂劇場は、炭鉱労働者やその家族のための劇場でもあった。その後、火災焼失や台風による倒壊などに遭いながらも再建されて今に至っている。平成15年には大水害に見舞われ使用不能になるほどの被害を受けたが、大物芸能人や歌舞伎役者（先日急逝した中村勘三郎）が駆けつけて復旧した。
毎年「全国座長大会」が開催されることもあり、レトロな雰囲気が人気の劇場である。
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嘉穂劇場のあと、一部のメンバーは旧伊藤伝衛門邸に向かい、その他は「筑豊の湯」へ。
天然温泉につかって、今日一日の心地よい疲れを癒した。
今年は5月に「雁の巣・香椎神宮」、6月に「天拝山」、9月に「志賀島」そして今回は「飯塚」を歩いた。来年もまた、「気軽に無理せず歩こう会」を継続していく。
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